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   A case of leiomyosarcoma of the urinary bladder in a 33-year-old female is reported. She 
was admitted with the complaint of gross hematuria. Cystoscopic examination showed a 
thumb-tip sized mass, located at the dome. CT showed a wide-based tumor at the dome 
(CT number was 60.2 H.U.). Segmental resection of bladder was performed, followed by 
radiation and chemotherapy (VCR, ACT-D, CPM and ADM). She is alive without evidence 
of disease 13 months after surgery. 
   A case report and review of the literature are presented.
Key words: Leiomyosarcoma, Urinary bladder













め,更 に3月25日 よ り肉眼 的 血 尿 に 気 付 い た た め,3
月26日当科 を 受 診 し,翌 日入 院 と な った,
入 院 時 所 見 ・
現 症 身 長152cm,体 重39.5kg.眼 瞼結 膜 貧血
な し.眼 球 結 膜黄 疸 な し.頸 部,腋 窩 お よび 鼠 径 部 リ
ンパ節 は 触 知 せ ず.胸 部,腹 部に 理 学 的 異 常所 見 を認
めず.
検 査 成 績:
尿 所 見;蛋 白(十),糖(一),潜 血(惜),沈 渣 赤
血 球(冊),白 血 球2～3/hpf,尿培 養 陰 性.









尿 細 胞 診;(4回 施 行)classI～II
PSP15分値44%,120分値97%.
膀 胱 鏡 検 査所 見;膀 胱 頂 部 の や や右 よ りに 表 面 を凝




で,頂 部のやや右 よりに,膀 胱内へ突出する広基性の
内部の比較的均一な腫瘤を認めた,腫瘤部の膀胱壁の
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療 法 を開 始 した が,白 血 球 減 少,知 覚 異 常,そ しゃ く
運 動 障 害 のた め,リ ニア ッ クは1,050rad,化学 療 法
は1ク ー ル で中 止 した(Fig.6).退院 後 はcyclopho-
sphamidc100mg/日で経 過 観 察 して い るが,術 後13
ヵ月 の現 在,再 発 ・転移 を認 め ず 外 来通 院 中 で あ る,
考 察
原 発 性 膀 胱 肉腫 は 比較 的 まれ な 疾 患 で あ り,全 膀 胱
悪 性 腫 瘍 中 の 発 生 頻 度 は,諸 家 の報 告 に よ る とi_,),
0.21～2.6%と低 い、 膀 胱 肉腫 中 の 平 滑筋 肉腫 の頻 度
と し て は,Powersら に よれ ば6)324例中43例(13
0),上門 らに よれ ば5)本邦203例中59例(29%)と,










発生部位では,頂 部 ・側壁 ・後壁といった伸展性の
高いところに多くみられ,三 角部 ・底部 ・頸部に発生
した症例は少なかった(Table3).
症状としては,肉 眼的血尿及び膀胱刺激症状が圧倒
篠田 ・ほか 膀胱平滑筋肉腫 273
Table1,本邦原発性膀胱平滑筋肉腫報告例(上 門ら5)の報告以後)
N。,報告 者 年齢 性 症状 発生部位 大 きさ 治療 経過 誌名
1水 野 ・ほか57♀ 血 尿



































































Table2.年齢 分布 及 び性 別


























































が も っと も有 効 で,粘 膜 下 の十 分 な 深 さの 生検 が 必 要
と考 え られ る.膀 胱 鏡 検 査 で の 腫瘍 の形 態 は様 々 で,
広基 性 ・有 茎性 の いず れ もみ られ る が,Tripathiらto)
は,"amushroomshapcdtumorwithcentral
sloughingandcalcificencrustation"が肉腫 を 示
唆 す る と述 べ て い る.CTscanで は,膀 胱 癌 での
CT値 が30～80H.U.を 示 す と され て い るll)が,本
症 例 で のCT値 は60.2H.U.とあ き らか な差 異 を 認
め な か った.
進 行 様 式 と して は,局 所 浸潤 ・再 発 が 多 く認 め られ
るが,遠 隔 転 移 も肺5,12-IS)・骨5 リ ンパ 節19)などに
み られ る.
治療 法 と し ては,手 術 療 法 が も っ と も根 治的 治療 で
あ り,5cm以 下 の もの では 膀 胱 壁 切除 術,そ れ 以 上
の もの で は膀 胱 全 摘 除 術 が 適応 で あ る とWilsonら2。)
は指 摘 して い る.本 疾患 は頂 部 ・側 壁 ・後 壁に 好発 す
る こ とも あ り,腫 瘍 が 小 さい場 合 に は 腫 瘍 周 囲 の 正常
粘膜 を十 分に 含め た膀 胱 壁 切 除 術 が 可 能 と 考 え ら れ
る.た だ し,十 分 な 膀 胱 壁 切除 術 が 困 難 な場 合 に は,
本疾 患 の予 後 が 不 良 であ る こ とを考 慮 に 入 れ,早 期に
膀胱 全摘 除 術 を行 うこ とが 望 ま しい と考 え られ る.な
お,根 治的 膀 胱 前 立 腺 摘 除 後5ヵ 月 で尿 道 に再 発 した
症例21)も報 告 され てお り,尿 道 摘 除 も考 慮 す べ き と思
わ れ る.
術 後 の 化学 療 法 併 用 例 も多 く認 め られ,化 学 療 法 剤
と して は,VCR・ACT-D・CPMの 併用 が も っ と も

































































































4)市 川 篤 二 ・膀 胱 腫 瘍 の 遠 隔 成 績 調 査.日 泌 尿 会 誌
49:602～610,1958
5)上 門 康 成 。小 川 隆 敏 ・平 野 敦 之:膀 胱 肉 腫5例 の




















11)杉 村 一 誠 ・西 尾 正 一 ・前 川 正 信 ・中 村 健 治1泌 尿











15)和 気 厳1小 児 膀 胱 ノ 所 謂 葡 萄 状 肉 腫.台 医 誌
37:1864^-1869,1938
16)加 藤 修 爾 ・児 玉 直 彦 ・塚 本 泰 司:膀 胱 平 滑 筋 肉 腫
の1剖 検 例.日 泌 尿 会 誌66:798,1975
17)大 蔵 と く子 ・鏡 味 数 行 ・小 沼 昌 之 ・張 魏 瑛:膀
胱 平 滑 筋 肉 腫 が 肺 に 転 移 し た1症 例.小 児 科 診 療
40:1101,1977
18)萩 原 明 ・松 本 泰 ・濱 田 吉 通 ・ 日高 良 一 ・清 水





















z4)多 和 昭 雄 ・藪 田 玲 子 ・.勇村 啓 子 ・土 井 悟 ・池 田
輝 生 ・岡 田 正 ・桜 井 幹 己VinblasCine,Cis-
platinum,Bleomycinの3剤 併 用 療 法 が 著 効 を












28)大 北 健 逸 ・小 児 膀 胱 平 滑 筋 肉 腫 一 術 後8年 尚 健 在
な 女 児 の1例 一.泌r紀 要6・667～672,1960
(1985年5月14日 受 付)
